
Ｎｏ．３０１ 佐 井 村 村 民 憲 章

｜。学ぶ意欲をもち、知性と良識の
あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ

明る＜楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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夏

ま

つ

り

八
月
十
五
日
（
ア
ル
ザ
ス
前
広
場
）

下
北
二
郎
・
村
野
す
ず
め
歌
謡
シ
ョ
ー

夜
空
を
こ
が
す
花
火
大
会

今 月 の 紙 面

２～３ むらの話題

５～６ おしらせ

７ 国保のしおり

８ 交母だより

９～１０ 教育だより

１１～１３ 保健婦だより

１４ 税務だより

１４～１５ 年金

１６ くらしの情報



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

平
成
六
年
度

佐
井
村

成

人

式

八
月
十
五
日
、
津
軽
海
峡
文
化

館
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
を
会
場
に「
平

成
六
年
度
佐
井
村
成
人
式
」
が
開

催
さ
れ
、
新
た
に
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
青
年
た
ち
を
祝
福
し
ま

し
た
。
こ
の
囗
は
、
新
成
人
対
象
者
五

十
九
人
の
う
ち
三
十
四
人
が
出
席
。

は
じ
め
に
教
育
長
が
式
辞
を
述

べ
、
新
成
人
と
し
て
の
心
構
え
を

ア
ド
バ
イ
ス
。
村
長
・
議
長
・
教

育
委
員
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述

べ
て
激
励
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代
表

し
て
山
本
加
奈
子
さ
ん
が
答
辞
を

述
べ
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

村
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
交
通

安
全
母
の
会
か
ら
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
マ
ス
コ

ッ
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
撮
影
終
了
後
に
は
ビ
ン
ゴ

大
会
が
隹
さ
れ
、
数
字
を
読
む
た

び
に
会
場
に
は
大
き
な
声
が
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

年

弋

新
成
人
対
象
者
が
減
っ

て
い
く
な
か
で
、
二
十
一
世
紀
の

担
い
手
と
し
て
彼
等
に
寄
せ
る
期

待
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

佐
井
村
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

合

同

ね

ぶ

た

運

行

八
月
十
三
日
佐
井
村
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
の
合
同
ね
ぶ
た
運
行

が
行
わ
れ
た
。

本
村
地
区
の
子
ど
も
ね
ぶ
た
七

台
が
出
陣
。
総
勢
約
二
百
人
が
集

い
、
ま
だ
明
る
い
午
後
六
時
三
十

分
ね
ぶ
た
に
灯
が
入
れ
ら
れ
佐
井

小
学
校
を
出
発
し
た
。
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
ま
た
三
年
ぶ
り

の
合
同
運
行
と
あ
っ
て
見
物
人
も

数
多
く
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
一

杯
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
た
。
日
が
落
ち

て
暗
く
な
っ
た
頃
、
ね
ぶ
た
の
明

か
り
が
夜
空
に
映
え
、
ね
ぶ
た
囃

子
が
響
き
わ
た
り
、
ね
ぶ
た
運
行

は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
た
。

最
後
に
ア
ル
ザ
ス
前
で
佐
井
音
頭

を
全
員
で
踊
り
、
子
ど
も
た
ち
に

は
ジ
ュ
ー
ス
が
配
ら
れ
合
同
運
行

は
無
事
終
了
し
た
。



平
成
六
年
度

新

成

人

名

簿

石

戸

嗇
］
宏

奥

本

治

彦

川

岸

均

工

藤

修

島

野

学

中

村

一

愽

能

登

誡

畠

中

崇

福

田

一

臣

船

越

一

孝

松

沢

敏

則

荒

川

る
り
子

鹿

島

良

子

加

藤

和

子

工

藤

静

子

佐

藤

麻
紀
子

原

子

和

汪

東

出

盍
］由
美

藤

田

真
紀
子

松

本

園

美

宮

沢

光

江

宮

野

佐
恵
子

柳

田

理

香

山

本

加
奈
子

横

浜

礼

子

石

黒

紀

夫

奥

本

城

司

奥

本

裕

一

木

下

忍

熊

谷

隆

浩

田

中

芳

弘

田
名
部

直

仁

長

尾

弘

東

出

亨

吉

川

医

岡

本

由
起
子

奥

本

直

子

木

下

ひ
と
み

渋

谷

美

佳

下
斗
米

こ
ず
え

鈴

木

志
津
加

瀬

原

美
穂
子

長

島

咲

美

細

川

雅

汪

松

沢

さ
お
り

宮

川

ま
り
子

宮

木

葉

千

川

村

真

樹

犬

石

美
由
紀

滝

本

志

乃

内

藤

美
奈
子

浅

利

研

英

御
厩
敷

真

也

坂

井

栄

美

長
谷
川

紀

子

古

川

拮

哉

高

橋

真

山

内

涼

お

元

気

で

す

か

出

稼

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、
現

地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け

橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
季
節
労
働
者

｀
つ
ど
い
」

開

催

さ

れ

る

季
節
労
働
者
が
、
就
労
先
で
の

雇
用
状
況
等
の
情
報
交
換
を
図
る

事
と
、
今
後
の
就
労
に
対
す
る
激

励
の
た
め
、
ま
た
、
佐
井
村
の
福

祉
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
八
月
十
四
日
（
日
）

佐
井
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ

１
あ
す
な
ろ
で
「
佐
井
村
季
節
労

働
者
の
っ
と
い
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
盆
の
多
忙
の
中
、
村

内
か
ら
約
三
十
人
の
季
節
労
働
者

が
出
席
し
、
け
じ
め
に
村
長
、
村

議
会
議
長
よ
り
激
励
の
こ
と
ば
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
所
長
か

ら
は
、
施
設
の
説
明
、
現
在
の
佐

井
村
の
高
齢
者
の
状
況
等
を
話
し

て
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
感
心
し

て
い
た
様
子
で
し
た
。

そ
の
後
、
懇
談
会
に
入
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
就
労
先
や
家
族
の
状
況

等
を
語
り
合
い
、
カ
ラ
オ
ケ
で
自

慢
の
歌
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
、
次
の
再
会
を
誓
い
和
や
か
な

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

短
期
間
の
帰
郷
で
、
家
族
と
の

だ
ん
ら
ん
も
束
の
間
、
現
地
に
向

か
わ
れ
た
み
な
さ
ん
、
健
康
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
留
意
さ
れ
、
事
故
に

は
十
分
気
を
つ
け
て
仕
事
に
励
ん

で
下
さ
い
。



今月の休診日

１３日 第２火曜日

２７日 第４火曜日

＝佐井診療所＝

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
攻
科
「
社
会
福
祉
コ
ー
ス
」

平

成

六

年

度

十

月

期

生

募

集

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
攻
科

社
会

福
祉
コ
ー
ス
」
で
は
、
十
月
期
生

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
目
指
す
方
や
市
民
と

し
て
福
祉
の
知
識
や
理
論
を
学
ぼ

う
と
す

る
方

に
と

っ
て
最
適
の

コ

ー
ス
で
す
。
通
信
制
で
す
か

ら
、
仕
事
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た

在
宅
で
の
学
習
を
希
望
す
る
方
に

も
向
い
て
い
ま
す
。

学
習
内
容
は
、
必
修
の
社
会
福

祉
専
門
科
目
に
加
え
、
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
選
択
科
目
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
生
涯
学
習
と

し
て
も
役
立
て
ら
れ
る
の
が
魅
力

で
す
。

・

募

集

期

間

平
成
六
年
八
月
一
日
～

十
月
十
四
日

一

募

集

人

員

一

修

業

年

限

二
ヶ
年
（
六
ヶ
月
を
一
期
と
し

一

入

学

資

格

高
等
学
校
卒
業
、
お
よ
び
高
等

学
校
卒
業
と
同
等
ま
た
は
そ
れ
以

上
の
資
格
を
有
す
る
方

・

学

費

な

ど

・
入
学
金

一
万
二
千
円

・
授
業
料

一
期
（
六
ヶ
月
）

に
つ
き
四
万
一
千
円

（
分
割
納
入
の
方
法
も
あ
り
ま
す
）

一

学

習

方

法

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
が
独
自
に
作
成
し

た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
自
宅
で

学
習
し
、
一
科
目
あ
た
り

Ｉ
ヵ
月

に
一
通
程
度
の
リ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
て
添
削
指
導
を
受
け
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
、
各
期
毎
に

一
回
（
一
旦

、
全
国
九
ヵ
所
で

開
催
さ
れ
、
希
望
に
よ
っ
て
参
加

で
き
ま
す
。

○
入
学
案
内
書
請
求
お
よ
び
連
絡

先
〒
一
八
六
－

○
一

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
ニ

ー
三
六

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
専
攻
科

昔
○
四
二
五
－

七
二
上

三

五
一

〇
ま
た
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
で

弘
大
附
属
病
院
へ
は

医
師
の
紹
介
状
が
必
要
で
す

医
療
法
の
改
正
に
よ
り
、
弘
前

大
学
附
属
病
院
に
出
向
く
場
合
は

医
療
機
関
の
医
師
の
紹
介
状
が
な

い
と
診
療
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

弘
前
大
学
附
属
病
院
は
こ
の
八

月
一
日
か
ら
、
特
定
機
能
病
院
に

指
定
さ
れ
た
た
め
、
外
来
患
者
は

他
の
医
療
機
関
の
医
師
の
紹
介
状

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特
定
機
能
病
院
と
は
、
高
度
の

医
療
提
供
と
研
究
開
発

ご
評
価
及

び
医
師
の
研
修
を
行
う
病
院
で
す
。

佐
井
村
の
皆
さ
ん
で
、
診
療
所

に
通
院
し
て
い
る
患
者
が
大
学
病

院
へ
出
向
く
場
合
は
、
診
療
所
の

医
師
の
紹
介
状
を
お
渡
し
し
ま
す

か
ら
、
受
付
ま
た
は
医
師
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

＝ 停 電 の お 知 ら せ ＝

東北電力より停電のお知らせをいたします。

下記の日程により、停電となります。大変ご

不便をおかけいたしますがご理解のうえご協力

お願いいたします。

記

Ｏ停電日時

１［亞］目 ９月 ４日（Ｅヨ） 午前８：００～午後１２：００

２回目 １０月３０日（Ｅヨ） 午前８：００～午後１３：００

０停電範囲

原田、古佐井、川目、大佐井 （八幡堂、大佐井

川目、糠森地区の一部）、磯谷、長後、福浦、

牛滝

※停電となるお客さまへのお知らせは、２週 間

ほど前まで にチラシで個別にお知らせいた

します。

○問い合わせ先

東北電力 大 間サービスセンター 昔３７－２２０２

犬

を

正

し

く

飼

い

ま

し

よ

う

／
’

最
近
、
飼
い
犬
に
関
す
る
苦

情
が
増
え
て
お
り
ま
す
。
犬
を

飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
は
次
の



平

成

六

年

度

交

通

安

全

フ

ァ

ミ

リ

ー

作

文

募

集

・ｙ
－

マ

「

我

が

家

の

交

通

安

全

」

「
交

通
事
故

を
防
止
す

る
た

め
に

は
、
国
民

一
人

一
人
が
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、
正
し

い
交
通
ル

ー
ル
と
交
通

マ
ナ

ー
を
実
践
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の

た
め
に
は
、
歩
行
者

、
自

転
車
利
用
者

、
バ
イ

ク
利
用
者

、
ド
ラ
イ
バ

ー

等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

あ
る
家
族
の
皆
さ
ん

が
、
折
り
に
ふ
れ
、
身
近
な
交

通
安

全
の

問
題
に
つ

い
て
考
え

、
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す

。
皆
さ
ん
の
ご

家

庭
、
学

校
、
職
場

、
地
域
等
に

お
い
て
交
通
安
全
に
つ

い
て
考
え
、
話
し
合

っ
た
内
容

や
方
法

、
そ
の
結
果
実
行
し
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
作
文
に
し

て

く
だ
さ
い
。
（
例
え
ば

、
自

転
車
の
正
し

い
乗
り
方
、
シ

ー
ト

ベ
ル
ト
の
正

し
い
着
用

な
ど
で
す

が
、
特
に
題
材

は
問

い
ま
せ
ん

。
）

〔

応

募

要

領

〕

・

応

募

期

間

平

成

六

年

七

月

一
日

か
ら

同

年

九

月

二

十

日
（
消

印

有

効

）

ま

で

。

」
応

募

区

分

・

小

学
校

低

学

年

の
部

二

、
二

年

生

）

・

小

学
校

中
学

年

の
部

三

、
四

年

生

）

・

小

学
校

高

学
年

の
部

盂

、
六

年

生

）

・

中

学
生

の

部

・

母

親

∴

般

の

部

一

応

募

方

法

卜
小
学
生
及
び
中
学
生

・
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三

枚
以
内

・
作
文
に
は
内
容
に
ふ
さ
わ

し
い
題
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
応
募
作
品
に

は
、
応
募
区
分
、
住
所
、

郵
便
番
号
、
氏
名
、
学
校

名
、
学
年
、
学
校
所
在
地
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

・
送
り
先

〒
一
〇
一

東
京
都
千
代

田
区
外
神
田
二
の
二
の
十

七

共
同
ビ
ル

㈲
日
本
交
通
福
祉
協
会

交
通
安
全
作
文
募
集
係

（
ａ
Ｏ
三

三
二
五
五

二
〇
八

二

口
母
親
∴

般

・
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五

枚
以
内

・
作
文
に
は
、
内
容
に
ふ
さ

わ
し
い
題
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
応
募
作
品

に
は
、
応
募
区
分
、
住
所
、

郵
便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

・
送
り
先

〒
一
〇
〇

東
京
都
千
代

田
区
霞
が
関
三
の
一
の
Ｉ

総
務
庁
交
通
安
全
対
策
室

交
通
安
全
作
文
募
集
係

（
公
○
三

三
五
八
一

二
八
七
二

日
作
文
は
、
未
発
表
の
も
の
で
、

自
作
の
も
の
に
隕
り
ま
す
。

Ｉ
賞

冂
最
優
秀
：
総
務
庁
長
官
賞

…

…

各
部
一
名

副
賞
（
記
念
品
）

口
優

秀
：
総
務
庁
長
官
宜
房

交
通
安
全
対
策
室

長
賞
：
各
部
三
名

以
内副
賞
（
記
念
品
）

⑤
佳

作
：
総
務
庁
長
官
官
房

交
通
安
全
対
策
室

長
賞
○
小
学
生
の
各
部

及

び

中

学

生

の

部
：

各

学
年

若

干

名

○

母

親

二

般

の

部
：

：

若
干

名

副

賞
（
記

念
品

）

・

表

彰

最

優

秀

者

は

、

平

成

七
年

一

月

開

催

予

定

の
、

交

通

安

全

国

民

運

動

中

央

大

会

に

お

い
て
表

彰

し

ま

す

。

一

主

催

総
務
庁

、
冊

日
本

交

通
福

祉
会

、

㈲
全

国

交

通

安

全

母

の

会

連
合

会

、

顫

日

本

交

通

安

全

協
会

、

齟
住

友

海

上

福

祉

財

団

及

び

囗

本

交

通

安

全

教

育

普

及

協
会

後

援

警

察

庁

及

び

文

部

省

Ｉ

そ

の

他

審

査

の
結

果

は

、

入

賞

者

の

み

、

本

人

あ

て

（
小

学

生

の
各

部

及

び

中

学

生

の
部

に

あ

っ

て

は

、

都

道

府

県

教

育
委

員
会

か

ら
学
校

長
経
由

）
、
通
知
し

ま
す

。

応

募

原

稿

は

一
切

返

却

し

ま

せ

ん

。

入

賞

作

品

の
著

作

権

は

、

主

催

者

に
帰

属

す

る
も

の

と

し

ま

す

。入

賞

作

品

は

、

作

品

集

に

ま

と

め
、

入

賞

者

及

び

関

係

方
面

に
配

布

し

ま

す

。

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

匸

生
後
９１
囗
以
上
の
犬
は

年
一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
犬
は
人
に
害
を
加
え
な

い
よ
う
に
檻
な
ど
の
囲
い
の
中

で
飼
う
か
、
丈
夫
な
鎖
な
ど
で

し
っ
か
り
し
た
物
に
つ
な
い
で

お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
犬
も
け
い
留
し
た
ま
ま

で
は
か
わ
い
そ
う
で
す
。
適
当

な
運
動
を
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。（
排
便
の
後
始
末
は
飼
い
主

の
責
任
で
す
。）

四
、
飼
い
犬
が
人
を
艫
ん
だ

ら
す

ぐ
に
保

健
所
に
届
け
出

て
、
狂
犬
病
予
防
員
の
指
示
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。（
届
出
は
県

条
例
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。）五
、
不
用
に
な
っ
た
犬
、
も

ら
い
手
の
な
い
子
犬
は
む
つ
保

健
所
へ
。

六
、
飼
い
犬
が
死
ん
だ
時
は

必
ず
保
健
所
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
七
、
犬
を
飼
っ
た
ら
家
族
同

様
の
愛
情
を
も
ち
、
終
生
飼
う

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

☆
犬
の
苦
情
、
犬
の
飼
い
方
に

つ
い
て
の
ご
相
談
は
む
つ
保
健

所
へａ

二
四
－

コ

ご
ニ

ー



母
子
家
庭
の
方
々
の
た
め
に

Λ

児

童

扶

養

手

当

▽

○

支
給
対

象

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
父
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
十
八

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

場
合
ま
た
は
父
が
心
身
に
障
害
の

あ
る
場
合
に
、
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
（
ま
た
は
養
育
者
）

に
対
し
て
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
施
設
に
入
所

し
た
り
、
母
（
又
は
養
育
者
）
若

し
く
は
児
童
が
国
民
年
金
（
老
齢

福
祉
年
金
を
除
く
。
）
、
厚
生
年

金
、
恩
給
な
ど
の
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
児
童
が

年
金
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
な

お
、
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以
降

に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
支
給
要

件
に
該
当
し
た
囗
か
ら
、
五
年
を

経
過
し
た
場
合
に
は
、
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
き
を
除
き
認
定
請
求

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

○
手

当

額

（
平
成
六
年
四
月
一
日
以
降
）

・
手
当
の
全
額
を
受
給
で
き
る
場

合
の
手
当
月
額

児
童
一
人

三
九
、
三
八
〇
円

児
童
二
人

四
四
、
三
八
〇
円

児
童
三
人

四
六
、
三
八
〇
円

・
手
当
の
一
部
を
受
給
で
き
る
場

合
の
手
当
月
額

児
童
一
人

二
六
、
三
七
〇
円

児
童
二
人

三

二

三
七
〇
円

児
童
三
人

三
三
、
三
七
〇
円

以
下
、
児
童
数
が
一
人
増
す
ご

と
に
一
气

○
○
○
円
を
加
算
し
ま

す
。
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

△

特

別

児

童

扶

養
手

当

▽

○
支

給
対

象

精
神
又
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

二
十
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る

父
又
は
母
、
若
し
く
は
そ
の
養
育

者
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
対
象
児
童
が
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

○
手
当

額

（
平
成
六
年
四
月
一
日
以
降
）

・
重
度
障
害
児
の
場
合
（
一
級
）

四
七
、
八
〇
〇
円

障
害
程
度
が
、
身
体
障
害
者
手

帳
一
級
、
二
級
、
愛
護
手
帳
Ａ
程

度
。
・
中
級
障
害
児
の
場
合
（
二
級
）

三
一
、
八
六
〇
円

障
害
程
度
が
、
身
体
障
害
者
手

帳
三
級
、
愛
護
手
帳
Ｂ
程
度
。

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
福

祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
自
賠
責

小
さ
な
シ
ー
ル
で

大
き
な
安
心
』

今
年
も
無
保
険
（
無
共
済
）
バ

イ
ク
対
策
協
議
会
（
総
務
庁
、
警

察
庁
、
大
蔵
省
、
農
林
水
産
省
、

運
輸
省
等
）
で
は
、
九
月
一
日
か

ら
九
月
三
十
日
ま
で
「
無
保
険

無

共
済
」
バ
イ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

二
百
五
十

四
以
下
の
バ
イ
ク
に

は
車
検
制
度
が
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
の
継

続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て

「
油
断
は
禁
物
」
、
バ
イ
ク
の
起

こ
す
人
身
事
故
も
軽
視
は
で
き
ま

せ
ん
。
神
奈
川
県
で
起
き
た
無
保
険
の

原
動
機
付
自
転
車
（
二
十
三
歳
の

男
性
運
転
）
の
事
故
で
は
、
道
路

前
方
を
横
断
中
の
被
害
者
（
五
十

七
歳
男
性
）
に
衝
突
し
、
死
亡
さ

せ
た
こ
と
に
よ
り
Ａ
二
千
九
百
四

士

一
万
円
Ｖ

の
損
害
賠
償
が
請
求

さ
れ
た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い

た
ら
、
最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、

代
理
店
（
バ
イ
ク
・
自
転
車
店
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
）
、

農
協
へ
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
原
付
バ
イ
ク
の
保
険
料

（
共
済
掛
金
）
は
、
一
年
契
約
七

千
八
百
五
十
円
匸

一
年
契
約
九
千

八
百
円
、
三
年
契
約
で
一
万
一
千

六
百
円
で
、
死
亡
事
故
の
場
合
三

千
万
円

ま
で
の
保
険
金

（
共

済

金
）
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

９ 月 ９ 日 救 急 の 日

９月９日は『救急の日
』です。

この日を含めて一週間は「救

急医療週間」として救急医療や

救急車の利用に対する正しい理

解と認識を深めるために各種の

行事が予定されています。

この機会に家庭や職場でも救

急車の利用や応急手当てについ

てみんなで話し合いましょう。

佐井消防分署



国
保
の
し
お
り

七
十
歳
以
上
の
医
療
は
？

七
十
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る

場
合
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
方
の

医
療
は
、
「
老
人
保
健
法
」
に
よ

り
行
わ
れ
ま
す
。

七
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
、

必
ず
十
四
日
以
内
に
役
場
へ
（
住

民
福
祉
課
保
健
衛
生
係
）
届
け
出

て
、
「
健
康
手
帳
」
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
の
対
象
と
な
っ
て
も
、

医
療
面
以
外
の
給
付
は
国
保
か
ら

受
け
、
国
保
の
被
保
険
者
と
し
て

の
資
格
も
そ
の
ま
ま
で
す
。

保
険
税
も
、
今
ま
で
通
り
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｏ
受

診

の

と

き

受
診
す
る
と
き
に
は
、
健
康
手

帳
（
「
医
療
受
給
者
証
」
付
き
）

と
国
保
の
保
険
証
の
両
方
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
誕

生

日

に

ご
注

意

を

が

老
人
保
健
に
よ
る
医
療
は
、
七

十
歳
の
誕
生
日
の
翌
日
か
ら
適
用

と
な
り
ま
す
が
、
月
の
初
日
が
誕

生
日
の
場
合
は
、
そ
の
月
か
ら
開

始
さ
れ
ま
す
。

〇
健

康

手

帳

の

活

用

を

が

健
康
手
帳
に
は
、
村
が
行
う
健

康
診
査
や
健
康
教
育
、
健
康
相
談

な
ど
、
健
康
に
関
し
て
の
記
録
欄

の
ほ
か
、
健
康
診
査
な
ど
の
ご
案

内
や
成
人
病
予
防
・
健
康
保
持
の

た
め
の
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
独
自
の
保
健
サ
ー

ビ
ス
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

機
会
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
健
康

管
理
や
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

医 療費 の状 況

〔５月診療分〕

献

血

は

あ

な

た

の

元

気

な

メ

ッ

セ

ー

ジ

今

月

、

成

分

献

血

を

左

記

の

と

お

り

行

い

ま

す

。

成

分

献

血

は

、

２００

心一
、

４００

心一
な

ど

の

全

献

血

と

は

ち

が

っ

て

、

赤

血

球

、

血

小

板

な

ど

の

血

液

成

分

ご

と

に

分

離

し

て

必

要

度

の

高

い

成

分

だ

け

を

採

血

す

る

方

法

で

す

。

現

在

で

は

成

分

だ

け

を

輸

血

す

る

方

法

が

主

流

と

な

っ

て

い

ま

す

の

で

、

こ

の

機

会

に

成

分

献

血

に

御

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

☆
御
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
さ
れ
る
時
間
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

な
お
、
採
血
は
一
人
約
四
十
五

分
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間
の

都
合
に
よ
り
先
着
二
十
名
（
四

十
五
分
間
で
四
名
）
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

実

施

日

九
月
十
三
日
（
火
）

実
施
場
所

津
軽
海
峡
文
化
館

マ

ル
サ
ス
）

実
施
時
間

①
９
時
３０
分
～
１０
時
１５
分

②
１０
時
１５
分
～
１１
時
００
分

③
ｎ

時
叩
分
～
１１
時
４５
分

④
１３
時
００
分
～
１３
時
４５
分

⑤
１３
時
４５
分
～
１４
時
３０
分

⑥
１４
時
３０
分
～
１５
時
１５
分

問
い
合
せ

役
場
住
民
福
祉
課

保
健
衛
生
係
ま
で

昔

三
八
－

二
一
一
一



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

９月１日現在

交通事故死ゼロ

３
，
９６３日

「
マ
ス
コ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

作

戦

実
施

佐
井
村
交
母
会

七
月
、
夏
の
交
通
安
全
運
転
の

期
間
中
、
大
間
警
察
署
、
佐
井
駐

在
所
附
田
部
長
さ
ん
の
協
力
を
得

て
、
二
十
九
、
三
十
日
の
両
日
中

道
に
お
い
て
、
暑
い
中
マ
ス
コ
ッ

ト
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
八
幡

様
で
安
全
祈
願
し
た
も
の
を
使
い

そ
の
他
に
冷
た
い
ヤ
ク
ル
ト
、
無

事
故
飴
、
ガ
ム
、
道
路
マ
ッ
プ
な

ど
を
一
緒
に
運
転
手
の
人
た
ち
に

配
布
し
ま
し
た
。

同
時
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

よ
び
か
け
も
行
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
し
て
い
な
い
人
に
は
着

用
の
お
願
い
を
し
、
気
を
つ
け
て

運
転
し
て
く
だ
さ
い
と
声
を
か
け

ま
し
た
。

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り

県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車
も
多
く
見
う

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
だ
暑

さ
も
続
き
ま
す
の
で
、
運
転
手
の

み
な
さ
ん
気
を
つ
け
て
運
転
し
て

く
だ
さ
い
。

シ ル バ ー 交 通 安 全 ５ 則

○歩くとき

・道路を横断するときは、できるだけ

横断歩道を利用しましょう。

・信号は必ず守りましょう

・車の直前や通過後すぐの横断は、絶

対やめましょう

・歩道のない道路では、右側を歩きま

しょう

・夜間に外出するときは、反射材を身

につけましょう

○自転車に乗るとき

・できるだけ左端を通りましょう

・交差点では、徐行、一時停止をして

必ず安全を確かめましょう

・進路を変えるときは、一旦停止し、

前後の安全を確かめましょう

・車の直前や通過後すぐの横断は、絶

対やめましょう

・夜間は、必ずライトをつけましょう

交通安全は家庭から

県 内 の交 通 事 故 概況

口内は前年。累計は１月から。速報値のため後日変更することがあります。

秋の交通安全運動

実施期間
９月２１日～９月３０日

運動の重点

１高齢者交通事故防止 ２シートベルト着用の徹底

スローガン ～その一瞬ｊ ベルトは大きな 命綱～

毎月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故ゼロの日

止まるはず 老いの甘えが 招く事故



教

育

だ

よ

り

第
二
回
姉
妹
町
村
交
流
事
業

少

年

教

育

交

流

会

八
月
六
日
、
七
日
の
両
日
、
南

茅
部
町
で
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
員
（
佐
井
小
四
年
生
～
六

年
生
）
と
育
成
者
が
参
加
、
第
一

日
目
は
午
前
と
午
後
の
部
の
二
試

合
に
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

試
合
終
了
後
、
保
養
セ
ン
タ
ー

で
汗
を
流
し
、
会
場
を
移
動
、
南

茅
部
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
楽

し
い
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
の
日
は
、
南
茅
部
町
内
に
あ

る
北
海
道
建
網
大
謀
網
漁
業
発
祥

の
地
（
江
戸
時
代
、
佐
井
村
か
ら

南
茅
部
町
へ
移
住
し
た
小
川
屋
幸

吉
等
の
業
績
を
讃
え
た
記
念
碑
）

を
見
学
、
佐
井
村
と
南
茅
部
町
と

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
参
加
者

一
同
は
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま

し
た
。

交流試合の結果

第
六
回
健
康
づ
く
り
町
内
対
抗

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

女
子
の
部

大
新
緑
チ
ー
ム
六
年
連
続
優
勝

男
子
の
部
は
二
年
連
続
新
浦
チ

ー
ム

最
終
結
果
は
次
の
と
お
り

・ 男 子 の 部

【 Ａ ブロ ッ ク】 日の出、川目チームが決勝卜－ナｙントヘ進出

【Ｂ ブロ ッ ク】 新浦．磯谷チームが決勝トーナｊントヘ進出

【Ｃ ブロ ッ ク 】イ中浜．原田チームが決勝トーナｙントヘ進出

・ 女子の部

決勝トーナメント

優

勝

新
浦

準
優
勝

日
の
出

第
三
位

原
田

第
三
位

仲
浜

優

勝

大
新
緑

準
優
勝

川
原
町

第
三
位

矢
越



第
二
十
二
回

函
館
・
下
北
子
ど
も
交
流
会

七
月
二
十
九
日
、
三
十
日
に
函

館
・
下
北
子
ど
も
交
流
会
が
下
北

少
年
自
然
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

函
館
、
下
北
両
地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
、
交
流
を
通
じ
て
新
睦
と
友

情
を
深
め
、
相
互
の
理
解
と
認
識

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ

の
交
流
会
も
二
十
二
回
目
を
数
え

ま
し
た
。
今
回
は
風
間
浦
村
の
担

当
で
、
函
館
市
、
戸
井
町
、
恵
山

町
、
南
茅
部
町
、
椴
法
華
村
、
大

間
町
、
佐
井
村
の
八
市
町
村
の
子

ど
も
た
ち
百
六
十
数
名
と
指
導
者
、

育
成
者
合
わ
せ
て
約
二
百
名
が
集

ま
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

佐
井
か
ら
は
各
地
区
よ
り
十
三

人
の
小
中
学
生
が
参
加
し
、
大
間

で
船
酔
い
気
味
の
南
茅
部
町
の
子

ど
も
だ
ち
と
合
流
し
少
年
自
然
の

家
に
む
か
い
ま
し
た
。
開
会
式
を

終
え
、
早
速
同
じ
町
村
で
か
た
ま

ら
な
い
よ
う
に
班
編
成
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
少
年
自
然
の
家
で
の
行

動
は
す
べ
て
班
単
位
で
行
う
た
め
、

初
対
面
の
子
ど
も
同
士
う
ま
く
い

く
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
大
人
の
心

配
を
よ
そ
に
、
す
ぐ
に
打
ち
解
け

て
い
き
ま
し
た
。
ガ
ス
で
肌
寒
い

野
外
で
の
焼
板
工
作
、
豪
華
賞
品

が
用
意
さ
れ
た
ビ
ン
ゴ
オ
リ
ェ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
、
佐
井
音
頭
を
披
露

し
た
交
換
の
集
い
等
日
程
を
消
化

し
、
九
時
半
ま
で
の
自
由
時
間
を

だ
い
ぶ
オ
ー
バ
ー
し
た
子
ど
も
も

多
数
い
た
よ
う
で
し
た
。

二
日
目
は
朝
食
の
後
す
ぐ
に
閉

会
式
を
行
い
、
二
日
間
の
思
い
出

を
感
想
文
に
書
き
、
解
散
と
な
り

ま
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
で
函
館

方
面
の
子
ど
も
だ
ち
と
別
れ
を
惜

し
み
つ
つ
見
送
り
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

た
っ
た
一
泊
の
交
流
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
色
々
な

こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
で
き
た
有

意
義
な
二
日
間
た
っ
た
よ
う
で
し

た
。

第
四
十
四
回
下

北

美

術

展

む
つ
・
下
北
管
内
の
小
学
校
・

中
学
校
か
ら
、
絵
画
・
版
画
・
書

道
の
各
作
品
が
た
く
さ
ん
応
募
さ

れ
た
第
四
十
四
回
下
北
美
術
展
に

お
い
て
、
佐
井
村
か
ら
次
の
児
童

生
徒
が
入
選
・
入
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
十
月

十
日
（
月
曜
日
）
ア
ル
ザ
ス
に
展

示
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
鑑
賞
下

さ
い
。

Λ
書
道
の
部
▽

○
特
選

田
中

幸
子
（
福
浦
中
一
年
）

○
凖
特
選

大
石

裕
人
（
佐
井
中
二
年
）

○
入
選

内
田

綾
華
（
長
後
小
一
年
）

鹿
島

和
子
（
佐
井
中
一
年
）

川
村

英
子
（
佐
井
中
二
年
）

Λ
版
画
の
部
▽

○
佳
作

石
黒

智
幸
（
原
田
小
六
年
）

○
入
選

金
沢

偉
人
（
原
田
小
三
年
）

下
斗
米

満
（
原
田
小
五
年
）

Λ
絵
画
の
部
▽

○
準
特
選

七
戸
三
枝
子
（
佐
井
小
六
年
）

○
入
選

竹
内

康
文
（
佐
井
小
一
年
）

内
田

千
春
（
長
後
小
二
年
）

山
口

智
恵
（
原
田
小
二
年
）

竹
内

瞳
（
佐
井
小
三
年
）

村
田

裕
（
佐
井
少

二
年
）

内
田

智
子
（
長
後
小
四
年
）

横
浜

春
美
（
佐
井
小
四
年
）

山
本

妙
子
（
佐
井
小
六
年
）

坂
井

麻
子
（
牛
滝
中
一
年
）

船
越
奈
津
子
（
牛
滝
中
一
年
）

大
石
和
歌
当
（
長
後
中
一
年
）

細
間
絵
利
子
（
長
後
中
三
年
）

波 浮 の 港 イ乍罰］ 里予口眉宇｜青
作 曲 中 山 晋 平

明
治
、
大
正

と
、
洋
楽
の
普

及
が
強
く
推
進
さ
れ
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
こ

れ
と
は
別
に
、
郷
土
民
謡
へ
の

関

心
の
高
ま
り
か
ら
、
各
地
の

民
謡
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き

も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
洋
楽

中

心
主
義
に
対
す
る
反
省
や
、

文
部
省
唱
歌
か
ら
の
脱
却
を
求

め
る
声
を
受
け
て
、
気
鋭
の
詩

个
ヤ
作
曲
家
た
ち
が
民
謡
風
の

ス
タ
イ
ル
を
も
つ
新
し

い
歌
の

創
作
に
取
り
組
ん
だ
の
で
す
。

こ
れ
が
「
新
民
謡
運
動
」

と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
当
時
の
マ

ス
コ
ミ
と
結
び
っ
き
、
一
種
の

ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ

し
ま
し
た
。

伊
豆
沖
の
大
島
を

舞
台
に
し
た
「

波
浮

の
港
」
は
、
そ
ん
な

時
流
に
生
ま
れ
た
曲

の
中
で
も
、
ひ
ご
際

光
彩
を
放
っ
て

い
る

も
の
で
す
。
晋
平
ら

し

い
情
感
こ
も
る
調

べ
に
、
雨
情
の
民
謡

的

な
香
り

漂

う

詞
…
…
ヽ
」
の
歌

の

レ

Ｊ
Ｉ

ド

は
、

十

万
枚

以
上

の
売
り

上
げ
を
記

録
し
ま
し

た
。

雨
情

は
、

編
集

者
よ

り

持
ち

込

ま
れ

た
絵

は

が
き
の

写

真
か

ら
、

こ
の

詞

を

創
造
し

た

と
い

わ

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

表
現

描

写
は

、
島

の

港
の

も

つ
素
朴

で

情

緒

豊
か

な
イ

メ

ー
ジ

と
見
事

に
結

び
っ

い
て

、

わ
れ

わ

れ
の

心
を

と
ら

え

ま
す
。

ま
へ

晋

平

の

発
想

に
よ

っ
て

挿

入

さ
れ

た

「

ヤ
レ

ホ
ン

ニ
サ
」

と

い
う

独

特

の
感
覚

的

な
表

現
も

、
実

に
効

果
的
に
息

づ
い
て

い
ま
す
。

こ
の

歌

詞
の

な
か

に
も

、「
波

浮
」「

伊
豆
の

伊
東

」「
下

田

港
」

と

い
う
地
名

が
で

て
き
ま
す

が
、

歌

に
お

い
て

具

体
的

な
地

名
を

挙

げ

る
効
果

は

こ
と

の
ほ

か
大

き

く
、

越
後

の
十

日

町
（
十

日

町

小
唄
）

や
鳥

取

の
三

朝

温
泉

（
三

朝

个
唄
）

な
ど

が
、

彼
ら

の

歌
を

通
し

て
全

国
的

に

扣
ら

れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

－

佐
野

靖

－

（

東
京

芸

術
大

学
助

教
授

）



保 健 婦 だ よ り

９月は健康増進普
及月間です

「心とからだの

健康づくりは

実践することから」

９ 月 の 保 健 事 業

８日休）
健康相談日

言

作

匹
。

場所 役場健康相談室

電話での相談も受 付けしますので、お

気軽にご利用ください。

７日（水） 母親教室

場所 振興センター和室

時間 午後１時～３時まで

８日困 三種混合ワクチン

場所 佐井診療所

時間 午後２時～２時３０分

対 象児

・ 第１期（１回目）

平 成３年９月１日生

～平 成４年 ８月３１日生

・ 第Ｈ期

平 成２年９月１日生

～平 成３年８月３１日生

１９日（月） 磯谷地区 健康教室

場所 漁民研修 センター

時間 午後６時３０分

～午後８時３０分まで

２２日沐） 老 人健康 教室

場所 農業研修 センター

時間 午前１０時 ～午後３時まで

２７日叫 乳児・１歳 ６ヶ月、２歳児健診

場所 振興センター和 室

受 付時間 １２時３０分～１２時５０分まで

対 象児

（乳児）平 成６年 ２月生

平 成６年 ５月生

（１歳６ヶ月児）平 成５年 １月～

平 成５年 ３月生

（２歳児）平成 ４年 ７月～

平成 ４年 ９月生

２８日團 リハビリ教 室

場所 あ すなろ

時 間 午後１時 ～３時３０分

３０日（金） 巡回児童相談所

場所 あ すなろ

時 間 午前１０時 ～午 後２時

健
康
づ
く
り
は
自
分
の
手
で

Ⅲ

平

成

六
年

度

成

人

病

検

診

終

了

す

る

村
で
は
平
成
六
年
度
の
各
種
が

ん
検
診
及
び
基
本
検
診
を
四
月
か

ら
五
月
に
か
け
て
村
内
全
地
区
で

実
施
し
ま
し
た
。
ど
の
検
診
も
昨

年
度
よ
り
受
診
者
が
増
え
（
図
土

徐
々
に
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
が
み
ら
れ
て
き
て
ぃ
ま
す
。

圓
『
要

精

検

』
と

結

果

が

出

た

方

は

早

め

に

精

密

検

査

を

役
場
で
実
施
し
た
各
種
検
診
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
受
診

者
に
通
知
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

検
診
で
行
な
わ
れ
る
検
査
は
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
い
っ
て
、

体
の
中
に
病
気
の
兆
候
が
あ
る
か

な
い
か
、
あ
れ
ば
そ
れ
ば
輊
い
も

の
か
重
い
も
の
か
を
大
づ
か
み
に

判
断
す
る
「
ふ
る
い
わ
け
検
査
」

で
す
。
し
た
が
っ
て
検
診
の
結
果

だ
け
で
は
（

ツ
キ
リ
と
し
た
病
名

を
診
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
「
精
密
検
査
が
必
要
」

と
な
っ
た
方
は
こ
わ
が
ら
ず
、
早

め
に
検
診
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

佐井村各種成人病検診受診者状況

（平成４年度～６年度）



即

検

診

の

結

果

を

生
活

に

生

か

そ

う

今
回
の
検
診
結
果
、
病
気
が
み

つ
か
っ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

異
常
な
し
と
い
わ
れ
た
人
も
、
よ

り
健
康
な
状
態
を
維
持
す
る
た
め

の
検
診
の
結
果
に
注
目
し
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。
佐
井
村
で
は
健
康

手
帳
に
年
毎
の
結
果
を
記
録
し
て

い
る
人
が
多
く
み
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
上
手
に
活
用
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
結
果
に
基
づ
い

て
自
分
の
生
活
を
振
り
加
え
る
機

会
と
し
、
改
善
必
要
な
人
は
少
し

で
も
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

園

健

康

増

進

は

日

頃

の

実

践

か

中
高
年
に
な
る
と
、
特
に
病
気

は
な
く
て
も
加
齢
と
共
に
い
わ
ゆ

る
老
化
現
象
が
出
て
き
ま
す
。
体

力
が
段
々
低
下
し
た
り
、
成
人
病

予
備
軍
が
ふ
え
て
き
ま
す
が
、
そ

れ
を
予
防
す
る
人
と
、
そ
う
で
な

い
人
と
の
個
人
差
は
年
令
が
高
く

な
る
に
つ
れ
は
っ
き
り
出
て
き
ま

す
。最
近
町
内
で
一
人
で
、
又
仲
間

と
夕
暮
れ
時
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

て
い
る
人
を
よ
く
み
か
け
ま
す
。

今
月
は
日
頃
、
楽
し
み
な
が
ら

健
賺

づ
く
り
に
が
ん
ば
っ
て
い
る

人
を
紹
介
し
ま
す
。

○
古
佐
井

田
名
部
ま
つ
ゑ
さ
ん

六
十
九
才

無
職

田
名
部
さ
ん
は
毎
年
村
の
が
ん

検
診
や
基
本
検
診
は
よ
く
受
け
て

い
ま
す
が
、
四
～
五
年
前
か
ら
高

脂
血
症
疑
、
ふ
と
り
す
ぎ
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

若
い
頃
一
生
懸
命
働
き
、
子
ど

も
の
家
族
と
こ
れ
か
ら
の
生
活
を

楽
し
も
う
と
考
え
て
い
た
時
、
肩

こ
り
ゃ
疲
労
感
な
ど
の
症
状
が
あ

り
治
療
し
ま
し
た
。
そ
の
時
何
よ

り
健
康
が
大
切
と
気
づ
き
自
分
で

克
服
し
よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
検
診
で
指
導
さ
れ
た
こ

と
を
昨
年
か
ら
本
腰
に
実
行
に
移

し
た
と
こ
ろ
、
今
年
は
体
重
も
減

り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
デ
ー
タ

も
良
く
な
り
健
康
に
自
信
が
つ
い

て
き
ま
し
た
。
普
段
生
活
に
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
は
次
の
と
お
り

で
す
。

Λ
運
動
▽

毎
日
二
回
（
一
回
３０
分
）
、
山

村
広
場
ま
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

欠
か
さ
ず
に
行
っ
て
い
ま
す
。
広

場
山
頂
で
は
カ
モ
シ
カ
や
道
端
の

草
花
に
話
し
か
け
た
り
と
、
そ
の

時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
一
日

平
均
八
千
～
一
万
歩
で
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
す
る
時
は
背
す
じ
も
シ
ャ

ン
と
し
、
若
々
し
い
気
持
ち
に
な

る
そ
う
で
す
。

Λ
栄
養
▽

家
の
前
に
は
花
や
野
菜
が
植
え

ら
れ
食
卓

に
取
り
入
れ
て

い
ま

す
。
な
ん
で
も
よ
く
食
べ
、
三
世

代
家
族
で
あ
り
お
ふ
く
ろ
の
味
を

よ
く
生
か
し
て
い
ま
す
。

Λ
休
養
▽

運
動
し
は
じ
め
て
か
ら
熟
睡
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
通
じ
も
毎
日

あ
り
目
ざ
め
が
と
て
も
良
く
な
り

ま
し
た
。
朝
は
自
然
に
歌
も
出
て

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
友
達

と
お
し
ゃ
れ
し
て
出
か
け
、
あ
す

な
ろ
の
デ
ィ
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。

○
古
佐
井

竹
本
栄
子
さ
ん

六
十
八
才

主
婦

竹
本
さ
ん
は
村
の
検
診
を
よ
く

受
け
、
基
本
検
診
で
は
「
異
常
な

し
」
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
高
脂
血
症
と
肝
臓
に
軽

い
異
常
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

普
段
の
生
活
に
気
を
つ
け
た
せ
い

か
、
今
年
は
と
て
も
よ
い
結
果
が

出
て
い
ま
し
た
。

Λ
運
動
▽

趣
味
の
日
本
舞
踊
は
一
一
十
年
位

続
け
て
い
ま
す
。
（
週
に
四
～
五

日
練
習
）
稽
古
代
も
か
か
り
昨
年

は
や
め
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
が
、

子
ど
も
達
の
励
ま
し
な
ど
が
あ
り

今
も
続
け
て
い
ま
す
。
公
民
館
の

づ
フ
色
学
級
に
入
り
、
夏
は
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
等
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
な
る
べ
く
乗
り
物
は
使
わ
ず

歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
や

や
太
り
気
味
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
筋
肉

が
い
っ
ぱ
い
で
脂
肪

太
り
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

Λ
栄
養
▽

夫
と
二
人
暮
ら
し
で
す
。
夫
が

糖
尿
病
で
食
事
療
法
中
の
た
め
自

然
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
の
糖
尿
病

教
室
に
は
何
回
も
通
い
覚
え
た
そ

う
で
す
。
間
食
も
ほ
と
ん
ど
と
ら

な
い
で
い
ま
す
。

Λ
休
養
▽

趣
味
の
洋
裁
や
三
味
線
も
続
け

て
い
ま
す
。
多
少
の
悩
み
が
あ
っ

て
も
趣
味
や
サ
ー
ク
ル
仲
間
と
交

流
を
持
ち
、
ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ

や
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
社

会
参
加
も
積
極
的
に
し
、
心
の
は

り
を
持
ち
続
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

○
磯
谷

福
田
清
次
郎
さ
ん

六
十
五
才

漁
業

福
田
さ
ん
は
慢
性
の
病
気
は
特

に
な
い
が
、
血
圧
が
正
常
よ
り
や

や
高
め
の
「
境
界
域
高
血
圧
」
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
特
に
大
き
な

病
気
も
し
た
こ
と
も
な
い
し
、
健

康
法
も
特
に
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

あ
ま
り
無
理
し
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
せ

い
か
、
今
年
の
検
診
で
は

正
常
血
圧
と
な
り
ま
し
た
。
尿
潜

血
で
軽
度
異
常
で
し
た
が
、
早
目

に
精
密
検
査
し
た
と
こ
ろ
「
異
常

な
し
」
で
し
か
。
こ
れ
か
ら
も
浙

化
を
な
る
べ
く
先
の
の
ば
せ
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

Λ
運
動
▽

若

い
頃
か
ら
漁
業
従
事
し
、
浜

歩
き
は
日
課
と
し
て
い
ま
す
が
、

積
極
的
な
運
動
は
特
に
し
て
い
ま

せ
ん
。

Λ
栄
養
▽

朝
ど
ん
な
に
早
く
沖
に
出
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
欠
食
せ
ず
、
三
食

規
則
的
に
と
り
、
間
食
は
ほ
と
ん

ど
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。
５０
才
代
に

総
入
れ
歯
に
な
り
ま
し
た
が
、
海

草
や
小
魚
は
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。

又
血
圧
を
高
く
し
な
い
よ
う
薄
味

に
す
る
な
ど
塩
分
に
も
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。

Λ
休
養
▽

仕
事
柄
起
床
時
間
は
早
い
が
、

そ
の
分
就
寝
時
間
も
早
い
。
昼
寝

も
三
十
分
位
と
り
、
疲
労
を
残
さ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
働
く
こ
と
が
趣
味
で
い
ま

す
。
タ
バ
コ
も
三
年
前
か
ら
す
ん

な
り
や
め
れ
た
が
、
き
っ
か
け
は

奥
さ
ん
と
の
約
束
を
守
っ
た
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
毎
日
の
晩
酌
で
熟

睡
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。



青

森

県

生

書

生

書

健

康

運

動

＝
む
つ
保
健
所
地
域
実
践
会
議
＝

国
ね
ら
い

青
森
県
で
は
、
が
ん
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
等
の
成
人
病
に
よ
る
死
亡

率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
病
気
の
予

防
を
は
じ
め
と
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
目

的
に
「
青
森
県
生
き
生
き
健
康
県

民
運
動
」
を
昭
和
６２
年
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

む
つ
保
健
所
で
は
平
成
４
年
か

ら
関
係
団
体
で
構
成
す
る
「
生
き

生
き
健
康
県
民
運
動
む
っ
保
健
所

地
域
実
践
会
議
」
を
設
置
し
、
こ

の
運
動
の
実
践
項
目
で
あ
る

。り

ん
ご
の
花
び
ら
５
つ
の
実
践
。
を

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

図
ス
ロ
ー
ガ
ン

生
き
生
き
健
康

あ
ふ
れ
る
未
来

固
実
践
に
む
け
て

む
つ
保
健
所
管
内
の
平
成
６
年

度
の
具
体
的
実
践
項
目
の
重
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１
つ
の
花
び
ら

一
汁
三
菜
食
に
し
よ
う

２
つ
の
花
び
ら

生
活
の
中
に
運
動
を
！

歩
く
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

一
日
３０
分

３
つ
の
花
び
ら

各
種
健
診
の
受
診
率
を
高
め
よ

誘
い
合
っ
て
受
け
よ
う
検
診

【

お
は
よ
う

ご
ざ

い
ま
す
。
今

日
、

九
月
八
日
は
白
露
。
露
が

白

く
見
え
る

と
い
う
二
十
四
節

気
の

】
つ
で
す
。
心
な
し

か
秋

の
気
配

が
あ
り
、
さ
わ
や

か
さ
が
感
じ

ら

れ
ま
す
ね
」

朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

キ
ャ
ス
タ

－

が
季
節

の
あ

い
さ
つ
を
し

て
い

る
の
を
、
見

た
り
聞
い

た
り
し
て

い
る
人

も
多
い
と

思
い
ま
す
。
放

送
局
な
ど
で

は
、
こ
う
し
た
暦
な

ど
の
資

料
を
そ
ろ
え
て

い
て
、
よ

く

季
節
の
あ

い
さ
つ
を
し
ま
す
。

二
十
四
節
気

と
は
、
太

陽

ｒ
―■
Ｉ

の
黄

経
を

二
十
四

に
分
け
、

そ
の

一
つ
ず
つ
に
季
節

を
当
て

た
も
の

で
す
。
そ
こ
を

太
陽

が
通
過
す
る

時
候
で
、
立
春

や
夏

至
、

大
寒
な

ど
の
名

称
が
っ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
太
陰
暦

の
名

残
で

す
。

太
陰
暦
で

は
、

太
陽
の
位
置
と
無

関
係

に
暦
日
を
決
め
て
い
た
た
め
、

季
節
が

ど
う
な

っ
て

い
る
か
が
は

っ
き
り

と
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
こ
で
、
季
節

を
分
か
り
や

す
く
す

る
た
め
に
、

二
十
四
節
気

が
考
え
出
さ
れ
た
の
で
す
。
先
人

の
知
恵
で
す
ね
。

二
十
四
節
気
の
う
ち
、
春
分
や

秋
分
な
ど
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
九
月
八
日
ご
ろ
の

白
露
は
、
あ
ま
り
な
じ
み
が
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
ち
な
み
に
、
秋
の
節

気
は
次
の
六
つ
が
あ
り
ま
す
。

立
秋

（

月
八
日
ご
ろ

処
暑

（

月
二
十
四
日
ご
ろ

白
露

九
月（

日
ご
ろ

秋
分

九
月
二
十
三
日

ご
ろ

寒
露

十
月
九
日

ご
ろ

霜
降

十
月
二
十

＝
百

ご
ろ

だ
ん
だ
ん
秋
が
深
ま
り
、

寒
さ
が
感
じ
ら
れ

る
言
葉

に

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
ね
。

さ
て
、
九
月
二
十
一

上

二

十
日

は
、「
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
で
す
。
さ
わ
や
か
な
秋

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
安
全
運
転

で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

災

害

と

税

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な

ど
に
損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

被
害
額
の
程
度
に
よ
っ
て
、
国
税

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
取
り
扱
い

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

匸

所
得
税
な
ど
税
金
の
減
額

二
、
税
金
を
納
め
る
期
限
の
延
長

三
、
申
告
・
申
請
な
ど
の
提
出
期

限
の
延
長

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド

番
号
は
、

匸

エ（

（
災
害
や
盗
難

な
ど
で
資
産
に
損
害
を
受
け
た
と

き
）
で
す
。

お

年

寄

り

や

障

害

者

と

税

お
年
寄
り
や
心
身
に
障
害
が
あ

る
人
に
対
し
て
は
、
税
金
の
面
で

い
ろ
い
ろ
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

○
お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る

特
典
▽
所
得
税
の
老
年
者
控
除

▽
公
的
年
金
等
控
除

▽
マ
ル
優
な
ど
の
利
子
の
非
課

税

○
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人

が
受
け
ら
れ
る
特
典

▽
所
得
税
の
配
偶
者
・
扶
養
控

除

○
障
害
者
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特

典▽
所
得
税
の
障
害
控
除

▽
マ
ル
優
な
ど
の
利
子
の
非
課

税
▽
相
続
税
の
障
害
者
控
除

▽
特
別
障
害
者
に
対
す
る
贈
与

税
の
非
課
税

Ｙ
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

に
基
づ
く
給
付
金
の
非
課
税

○
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
人
が

受
け
ら
れ
る
特
典

▽
所
得
税
の
障
害
者
控
除

▽
特
別
障
害
者
と
同
居
し
て
い

る
場
合
の
配
偶
者
及
び
扶
養

控
除

こ
の
ほ
か
に
、
障
害
者
を
雇
用

し
て
い
る
事
業
者
が
受
け
ら
れ
る

特
典
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
コ
ー
ド
番

号
は
、
一
八
二
（
お
年
寄
り
本
人

が
受
け
ら
れ
る
老
年
者
控
除
）
で

す
。

老

齢

基

礎

年

金

の

繰

り

上

げ

請

求

に

つ

い

て

老
齢
基
礎
年
金
と
受
け
ら
れ
る

の
は
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら

で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
六
十
歳
か

ら
六
十
四
歳
の
大
で
も
受
け
は
じ

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る

と
、
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
あ
り
ま

す
。

★

請
求
し
た
時
の
年
貽
に
よ
っ

て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ
の

額
は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

★

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
た
こ
と
が
あ
る
大
に
支
給

さ
れ
て
い
る
特
別
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
は

六
十
五
歳
ま
で
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。

★

繰
り
上
げ
請
求
し
て
か
ら
、

就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
と
、
そ
の
問
は
支
給
停
止
に

な
り
ま
す
。

★

受
給
し
た
後
に
万

コ

病
気

や
ヶ
ガ
に
よ
っ
て
障
害
者
に
な

っ
た
と
し
て
も
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

こ
の
よ
う
に
、
繰
り
上
げ
請
求

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
利
に
な

る
点
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
後

に
な
っ
て
悔
や
む
こ
と
の
無
い
よ

う
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
考
え
て
か
ら

請
求
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
亡

く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
遺
族
の
方

は
「
国
民
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」

を
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金
係
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
は
年
六
回
、
自
動
的
に
受

給
者
の
指
定
し
た
金
融
機
関
の
預

金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
り
、
郵

便
局
な
ど
に
送
金
さ
れ
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
の

は
死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
で
す
。

死
亡
届
が
遅
れ
た
り
忘
れ
た
り
し

ま
す
と
、
死
亡
し
た
あ
と
も
年
金

が
支
払
わ
れ
過
払
い
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
分
は
、
あ
と
で

遺
族
の
方
に
返
済
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
死
亡
の

届
出
は
速
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。亡
く
な
っ
た
受
給
者
の
方
が
生

存
中
に
受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金

が
あ
る
場
合
、
遺
族
が
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
受
給

者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
人

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
、
か
つ
次

の
順
位
が
あ
り
ま
す
。

①
配
偶
者

②
子

③
父
母

①
孫

⑤
祖
父
母

⑥
兄
弟
姉
妹

未
支
給
分
の
年
金
を
請
求
す
る

に
は
、
「
国
民
年
金
未
支
給
年
金

請
求
書
」
や
年
金
証
書
な
ど
の
添

付
書
類
が
必
要
で
す
の
で
、
く
わ

し
く
は
市
町
村
役
場
の
国
民
年
金

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

学

生

の

方

も

全

員

加

入

今
、
企
業
は
国
民
年
金
に
…
…

大
学
等
を
卒
業
し
て
就
職
し
た

場
合
、
企
業
の
大
部
分
が
年
金
手

帳
の
提
出
を
求
め
て
い
ま
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
年
金
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
人
生
の
四
分
の
一
を
占
め
る

老
後
の
た
め
の
年
金
権
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
、
二
十
歳
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
す
る
の
で
す
か

二
十
歳
か
ら
加
入
す
る
こ
と
で
、

六
十
五
歳
か
ら
の
年
金
を
満
額
受

け
取
れ
る
よ
う
に
し
、
ま
た
、
事

故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
に
保
障
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
手
続
き
は

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、

各
出
張
所
お
よ
び
戸
籍
住
民
課
で

行
い
ま
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑
・
学
生
証
（
学
生
の
み
）

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
か

○
保
養
セ
ン
タ
ー
が
全
国
に
あ
り

ま
す
…
…

全
国

に
国
民
年
金
保
養
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
国
民
年
金
加
入
者

お
よ
び
受
給
者
は
一
般
よ
り
安
い

料
企
て
利
用
で
き
ま
す
。

そ
の
他

に
、
イ
ン
フ
レ
に
強

く
、
税
金
の
控
除
対
象
と
な
る
、

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
も
借
り
ら
れ
る

な
ど
多
く
の
特
典
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

な
ぜ
、
保
険
料
を
納
め
る
の
で
す

か
保
険
料
は
平
成
六
年
四
月
か
ら

一
万
一
千
百
円
で
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
、
現
在
、
必

要
な
人
に
年
金
と
し
て
支
払
う
「
助

け
合
い
」
の
制
度
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
受
け
る
年
金
は
、
そ

の
時
の
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
現
役
世
代
の
納
め
る
保
険
料
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

も
し
、
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い

と
き
は

経
済
的
な
理
由
か
ら
保
険
料
を

支
払
え
な
い
と
き
は
保
険
料
の
免

除
を
う
け
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
、

三
分
の
一
に
な
る
の
で
、
社
会
人

に
な
っ
た
ら
必
ず
追
納
し
ま
し
ょ

う
。
（
十
年
以
内
な
ら
後
か
ら
、

支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

※

免
除
の
手
続
き
は
毎
年
一
回

必
要
で
す
。

▼
免
除
申
請
は
出
張
所
お
よ
び
住

民
福
祉
課
で
。

▼
免
除
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑
・
学
生
証
（
学
生
の
み
）

○
免
除
希
望
の
方
は
、
世
帯
で
収

人
の
あ
る
人
の
源
泉
徴
収
票
ま

と
は
確
定
申
告
書
の
写
し



絞 っ た

タ オ ル ガ ー 役

＝目の疲れをとる＝

「
目
が
疲
れ
た
」
と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
た
り
、
感
じ
た
り
し
た

こ
と
の
あ
る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
。

目
に
は
、
水
晶
体
と
い
う
凸
レ
ン

ズ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
毛
様
体

筋
が
緩
め
た
り
引
っ
張
っ
た
り
し

て
、
目
に
映
っ
た
事
物
の
ピ
ン
ト

を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

目
を
酷
使
す
る
と
毛
様
体
筋
の
活

動
が
低
下
し
、
遠
所
の
調
整
が
う

ま
く
い
か
な
く
な
り
、
焦
点
が
ぼ

や
け
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
、
目
の

疲
れ
の
現
象
と
い
え
ま
す
。

職
場
で
パ
ソ
コ
ン
を
打
っ
た
り
、

本
を
読
み
過

ぎ
た
り
、

テ
レ

ビ

ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
た
り
し
た
後
な

ど
は
、
目
の
か
す
み
や
痛
み
を
感

じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
な
か
に

は
、
頭
痛
や
首
筋
が
凝
る
と
い
っ

た
症
状
を
訴
え
る
人
も
い
ま
す
。

目
が
疲
れ
た
と
き
は
、
し
ば
ら

く
目
を
休
ま
せ
る
こ
と
ｉ

遠
く

を
眺
め
た
り
、
目
を
閉
じ
た
り
す

る
の
が
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
閉

じ
た
両
目
を
覆
う
よ
う
に
、
ぬ
る

ま
湯
で
絞
っ
た
タ
オ
ル
を
の
せ
ま

す
。
そ
し
て
、
タ
オ
ル
の
上
か
ら

軽
く
眼
球
を
押
さ
え
ま
す
。
こ
れ

を
数
回
繰
り
返
す
と
、
目
が
楽
に

な
り
ま
す
。

目
が
疲
れ
た
と
き
に
涙
が
出
た

り
、
ま
ば
た
き
の
回
数
が
増
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
酷

使
し
た
目
の
表
面
が
乾
い
た
の
を

元
に
戻
そ
う
と
い
う
生
理
現
象
で

目
が
疲
れ
た
こ
と
を
示
す
黄
信
号

な
の
で
す
。

職
場
で
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

を
打
つ
と
き
は
、
仕
事
を
一
時
間

し
た
ら
十
五
分
間
休
む
な
ど
、
目

を
配
慮
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

組
む
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
す
る
と
き
も
、

無
理
を
せ
ず
時
間
を
決
め
て
す
る

の
も
、
目
を
疲
れ
さ
せ
な
い
一
つ

の
方
法
で
す
。

面
白
い
こ
と
に
熱
中
し
て
い
る

と
き
に
は
何
で
も
な
い
の
に
、
賺

な
こ
と
を
す
る
と
す
ぐ
目
が
疲
れ

る

こ
れ
は
目
の
疲
れ
と
い
う

よ
り
、
精
神
的
な
影
響
だ
と
い
え

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
疲
れ
が

と
れ
な
い
と
き
は
、
早
め
に
眼
科

の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

９月１２日は

「宇宙の日」

満１鑞になります

池 田 翔 子 ちゃ人，

（進・ミチ子）
原 田

戸籍の窓口
＝８月１４日現在＝

○お誕生おめでとう

吉田 瑛子（眞一）古佐井

田澤葉奈子（亮一）古佐井

館脇 美樹（繁樹）矢 越

島野 拓馬（新吾）大佐井

島野 イ右馬（新吾）大佐井

○ご結婚おめでとう

（ 樋 口 孔 大 佐 井

篠 畸 美奈子 神奈川県

（ 本 多 聖 治 東 京 都

新 田 や し 古 佐 井

○おくやみ申し上げます

樋口 もみ（阿部修）古佐井

佐藤 とも（ － ）原 田

舘脇 たき（ 敏 雄 ）矢 越

海苔 つき（義 一 ）原 田

舘脇 甘つ（孝 一 ）矢 越

黒沢 すみ（日出男）古佐井

山口 梅男（ と よ ）大佐井

崇個人のプライバシーを 尊
重 する 意味で掲載し ては
しくな い方は、届出 の際、
係に申し出てください。

７月３１日現在人口（前月比）

男 １，７４Ｖ（＋１）

女 １，７６３（一２）

計 ３，５１０（－１）

世帯数 １，１１１（＋２）
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